科学（図書）館についての意見のまとめ
（第２回検討委員会より）
１　科学（図書）館の整備のイメージについて
①　「こども」という名称について
・「こども」にこだわらなくて良いのではないか。ターゲットを広げるのも一つの
手。
・概念を明確にして、子どもをターゲットにはしているが、子どもも大人もターゲ
　ットにする名称にした方が誰もが利用しやすい。
・子どもが来れば大人も来るという考えが欲しい。
・科学館で考えていくとどうしても子どもが中心になるが、イメージじゃない若
　いカップルに来てもらえるようにして欲しい。
・「親子で来る」という例が現状の子ども科学図書館に多いが、大人だけでも来る。
・中身を作っていくという時に、まず子こどもを考えていただきたい。
・「こども」の名称を除いて科学館とすると、中心を子どもの育成としつつ、一般
　人も含めることができる。
・「こども」がつくかどうかについては、科学館で良い。
・「こども」がついていてもいなくても、利用の中心は子どもになるだろう。
②　「図書」の位置づけ
・新たに作るので、図書館という名前はなくても良い。
・科学館、あるいは博物館という名称のもとに活動し、その中の一つの機能とし
　て子ども科学図書館が力を発揮するというスタイルが良いのではないか。
③　実施主体について
・利用者側から考えて、県と市に分ける必要は全くなく、展示室等は一つが一番
良い。
・県と市の区別の話よりも、子どもたちが来て喜んでもらえる施設にするために、
何を入れたら良いか、どういう人が必要か、どんな活用の催し物を考えていくか
等が大切。
２　目指す科学館像について
①　最先端の科学技術だけが表されているが、自然について学べるという内容を加
　える必要があるのではないか。
②　宇宙を含め、自然について探究できる科学館。
③　郷土を愛する心を育てる一つの拠点が科学館なり博物館ではないか。
３　科学（図書）館の役割、機能について
①　育成機能
・機能として一番重要なのは子どもの育成。
・年が上がるにつれて科学離れをしていくので、子どもの方が理科好き。
・自分で方程式を組み立てられるような、論理的思考をもった子どもを育ててい
く機能を科学館に果たしてほしい。
・高知県は子どもたちに対する文化的な環境があまりにも寂しく、科学に関して
は皆無。
・子どもたちがたくさん集まれるような、機能がないとだめだというのが出発点。
②　体験型機能
・ショッピングに来ている親子が、そこに集っていろんな体験をすることにより、
科学への導入口になることから、そういう仕掛けを作っていきたい。
③　ネットワーク機能
・高知県の自然を理解する一つの拠点として科学館を位置付けたい。
・県内の科学に関する施設の方が、困った時に情報がもらえるような仕組みがあ
ればよい。
・科学館の建物にこだわらず、高知県にあるたくさんの本物（自然科学系）が子ど
もたちに有効に活かせるような仕組みの一つにしたい。
・県内のネットワークと、学校関連とのネットワークをどう作っていくのかが重
要。
・科学館には、科学的なテクノロジーへの導入口として、天文台とか各大学の研究
室とか展示へどうつないでいくかという機能も必要。
（大学は協力する体制がある）
④　博物館的機能
・博物館的機能は、資料を集めることが第一。
・新しいものを次々と集めていく努力は、博物館機能の一つで、それに基づいて学
芸員が配置され、資料の活用・県民への啓発・研究を行う。
・博物館の一つの大きな使命は後継者を育てることである。
・高知県では優れた自然物などが県外にどんどん流れていて、後にはあまり魅力の
ないものが残っている。
⑤　学校教育連携・協力機能
・郡部の子どもにどのように手を差し伸べるかよく考えておかないといけない。
・阿南市では、すべての学校の子どもたちが、年に１回は半日単元の授業を科学
館で行うことにしている。
・ほとんどの小中学校が、科学館へ年１回は訪れることを決めている県もある。
・強制して科学館で課外学習をするように、各教育委員会にお願いするのも一つ
の手。
・学校教育連携・協力機能の中に、役割として「借りる」を入れてもらうと現場
が利用できる。
４　科学（図書）館の基本的な考え方
①　施設全体の考え方
・科学展覧会、科学発表会等を新しい建物で行い、参加した子どもたちが一緒に展
示されたものを見て帰れ、また来たいなと思えるような場所にしたい。
・機能は圧縮し、無駄をなくし、切り離せる所は別の所に切り離して、本当に来る
人に触れさせるものを集約していかなければいけない。
・どの機能を優先していくのか、順位を決めていくことを考えないと少ない面積
では難しい。
・他の所にあるものは情報だけあって、科学館にしかないものがここの特徴だとい
う絞り込みが必要。
・展示で集客するのか、科学教室募集で集客するのか、両方とも必要だと思うが、
ウェイトのかけ方で館のイメージは変わってくる。
・県内全域の子どもを、具体的にどういう手法で先ほどの人数を集めるか、どうい
う子どもたちにどれだけの人数来てほしいのかをしっかり考えていきたい。
・人口あたり年間どのくらいの人が来るのかをだいたいはじいてみて、それを何で
　集めるとかいうような定量的なイメージがわくような作業をしていただきたい。
・限られたスペースで、子どもの科学に関する理科教育に対する導入口を、いかに
良いものとして作っていくかということを考えていく必要がある。
・それぞれの分野について、全体を網羅することはスペース的には無理だと思うの
で、選択的に抽出しながら入れ替えての運営も検討する。
②　実験室
・展示を極限に抑えて、小学生に毎年何回かは義務的にそこで実験実習を体験さ
せる方法もある。
・卓上型走査型電子顕微鏡、実態顕微鏡、双眼の顕微鏡等を実験室にそろえてほ
しい。
・実験室に多くのギャラリーが一斉に見られるような、装置のついた電子顕微鏡
　が欲しい。
③　多目的室
・カーペットが敷いてあって、子どもたちが座って遊べる多目的室が欲しい。
・飛行機やロケット、科学工作で作ったものをとばすことができる部屋が欲しい。
・１５０人ぐらいが入れて、標本、研究物をはって、展覧会もできる多目的室が
　必要。
・多目的室には液晶プロジェクターも必要。（固定式ではなく移動式で十分）
④　工作室
・カッターで物を削れない今の子どもたちに科学工作をさせる工作室が必要。
・子どもの工作室は、科学館を維持するためにこの場所ではあきらめなければなら
ない場合もあるのでは。
⑤　展示関係
・体験型の展示と、展示のみを見るという機能役割をどうしていくのか考える必
要がある。
・展示スペースが十分あれば、たくさんの物が見せられるし体験コーナーも取れ
る。
・少し実験室、学習室の方をあきらめて、展示スペースを広くする方法もある。
・展示は同じスペースでどんどん人を受け入れることができるので、魅力あるもの
を置けば人を集めることができる。
・人を集めるために展示に重点を置くのか、実験教室に重点を置くのか。
・見るだけの展示のみではなく、体験型の展示をどんどん入れるべき。
・先端科学的なものや対自然物だけじゃなく、いろいろなものを取り合わせて見せ
たいし体験させたい。
・展示スペースの中で、子どもたちが「何だ？」と不思議に思って、自分で試して
わかるというふうに導いていくべきである。
・木の葉っぱでもちょっと拡大して見ようかという時に、光学顕微鏡では想像でき
ないような構造を電子顕微鏡では見ることができ、子どもたちに感動を与えるき
っかけとなる。
・県の貴重な標本類は一定確保しておいて、テーマを決めて飽きさせないような展
示の仕方の工夫が必要。
・貝などの非常に良い標本でめったにないものもあり、一つのシンボルとして説明
があると、標本の価値をギャラリーの皆さんにわかってもらえる。
・大学に行っても見られないようなものを、どこかで展示する必要がある。
・科学館に来て、初めて見られること、できることをいかに盛り込む。
（プラネタリウムはその一つ）
・宇宙やロボットとか、高知県の他の場所で見れないエンターテイメント性のあ
るものを考える。（親が興味を持って是非子どもを連れていきたいと思わせるエ
ンターテイメント性）
⑥　収蔵庫等
・高知県の自然関係に今までなかったのは薫蒸施設。
・科学館とか美術館にはバックヤードが重要だが、同じ所にもつのは無理なので
　別に設ける。
・都市型の科学館は見せることに集中して、バックヤードは植物園等と一緒にす
　る工夫も必要。
・いろいろな標本類をすぐに搬入できて、活用できる環境でないと機能しない。
・展示に広いスペースを取ることは無理なので、バックヤードを別に構え必要な
　時に持ってきて展示し、用がすんだら入れ替えるような工夫も必要。
・広い格納庫が必要。
・バックヤードを他に持つ工夫はできないか。
・博物館の職員が研修する研究室も、ある程度の設備をそろえておかないと、資
　料の収集、利用、研究等の実際の仕事ができない。
⑦　プラネタリウム
＜賛成意見＞
・全国唯一プラネタリウムの無い県、子どもたちが県外にはるばる１日かけて見に
行かないと見られないということでは情けない。
・プラネタリウムに関する協議会には約３５０館が加入しており、平均すれば１県
に７～８館ある計算になる。
・プラネタリウムは、経費などもあるが、集客力という点では非常に効果が大き
いと思う。
・科学館に寄ってみようという目玉が必要で、その意味ではプラネタリウムは非
常に魅力がある。
・プラネタリウムを備えると、郡部の子どもたちも親と来たり、学校で遠足に来た
りということで多く利用するのではないか。
・県は是非ともプラネタリウムを設定していただきたいし、屋上で天体観測できる
形をとってもらいたい。
・プラネタリウムや天体望遠鏡の施設は絶対欲しい。
・プラネタリウムは屋上に作ってもらえたらと思う。
・プラネタリウムが、営利なのか教材なのかということで規模も施設もまったく
違ってくる。
・プラネタリウムを嘱望するのは、そこに星座図をあてはめて教えるとか、見せ示
　すことにより、星座に親しむチャンスを与えることができる。
・今のプラネタリウムは、宇宙遊泳をしているような感覚になる映像、太陽の周り
の衛星の間を飛んでいる映像、そういう浮遊感を味わえる映像等の感動するプロ
グラムがたくさんある。
・プラネタリウムは、科学の育つ、科学に対する芽生えの一つの媒体だと思う。
・疑似自然体験ではあるが、プラネタリウムは是非必要ではないか。
・この委員会として、是非プラネタリウムを設置していきたい、要望していきた
い。
＜反対意見＞
・郡部は星がきれいなので、あまりプラネタリウムには興味がない。
・芸西に素晴らしい望遠鏡もあるが、それを活用する仕組みが必要。
・星空は、自然の中でできるだけ見れるようにした方がよいのではないか。
・科学館の使い勝手が悪くなってはだめで、広さが狭くなってもダメだと思う。
・プラネタリウムを入れて、科学館での活動や体験ができなくなってしまうのであ
れば本末転倒。
⑧　図書室
・平田文庫は、新図書館の貴重書の保管庫に移す。
・科学関係の図書は図書館に置くことにより、スペースも広がるし、少しでも読
む機会を与える。
・子ども科学図書館では図書の利用はほとんど無い。
・子ども科学図書館では、本は展示してあり資料的な本が書庫にあるが、子ども
　たちが利用している状況ではない。
・図鑑は常に身近に置いていないと役に立たない。
・科学館に必要な図鑑等は必要だが、図書館機能は図書館の方にもっていく。
⑨　ゲストルーム
・外来の方が自由に使えるゲストルームがあれば非常に良い。
・ボランティアの方が集え、自由に出入りできる場所が必要。
５　スタッフ・ボランティア
①　力量のあるスタッフをそろえて、標本も展示し、科学を啓蒙するのが必要では
　ないか。
②　学芸員、事務局の人、プラス市民参加ボランティアが関われば、今以上に色んな
　ことができる可能性がある。
③　県民市民が、自分たちの科学館だから応援するんだ、スタッフだけじゃなく自分
たちも子どもを一緒に育てていくんだという思いを共有して、関わってもらえるよ
うなボランティアの育成が大切である。
④　これだけの機能を持ったものを維持・管理していくためには、自然科学に堪能な
方が最低一人は常勤で必要。
⑤　施設管理をしたり、予算も含んでいろいろな対外的な調整等をしていく常勤の
職員が必要。
⑥　子どもたちが来たり、ゲストが来たりした時に、対応してくれる方も必要。
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